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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

（注）平成21年3月期第3四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成21年3月期第1四半期の数値については記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

（注）平成21年3月期第3四半期より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成21年3月期第1四半期の数値については記載しておりません。 
 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 3,059 ― 867 ― 873 ― 460 ―

21年3月期第1四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 2,999.79 2,968.00
21年3月期第1四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 14,712 13,626 92.6 88,649.60
21年3月期 15,115 13,141 86.9 85,629.02

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  13,626百万円 21年3月期  13,141百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

6,000 ― 1,550 ― 1,550 ― 820 ― 5,335.94

通期 13,000 7.9 3,200 △15.1 3,200 △15.5 1,700 △12.7 11,062.31

-1-



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社において判断した見通しであり、潜在的なリスクや不確実性を含んでおります。
実際の業績は、様々な要因の変化により、これら業績見通しとは異なる結果となることをご承知の上、投資判断を下さる様お願い致します。業績予想の前
提となる仮定等につきましては、4ページ「3．連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 153,714株 21年3月期  153,466株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  ―株 21年3月期  ―株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 153,635株 21年3月期第1四半期 150,892株
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 当第１四半期におけるわが国の経済は、企業収益、設備投資、雇用情勢においては依然厳しい状況にあるものの、個

人消費においては、一部に下げ止まりの兆しもみられるようになってまいりました。内閣府の６月の月例経済報告で

は、「景気は、厳しい状況にあるものの、一部に持ち直しの動きがみられる。」とした一方で、雇用情勢の一層の悪化

や景気を下押しするリスクが存在することに留意する必要があるとしております。 

 インターネット関連業界におきましては、総務省の平成20年「通信利用動向調査」によりますと、インターネットの

利用者は9,091万人に達し、モバイル端末からの利用者数は7,506万人と増加しております。また、「2008年（平成20

年）日本の広告費」（株式会社電通）によりますと、2008年のインターネット広告費は、前年比116.3％と引き続き成

長を続けております。モバイル広告に関しましても、３Ｇ端末や通信料定額制の普及定着や効果的な広告メディアとし

ての評価が定着したことから、ナショナルクライアントにおけるマスキャンペーンでの活用が促進されてきておりま

す。 

 このような環境のもと、当社ではインターネットメディア事業が堅調に推移し、当第１四半期連結会計期間の売上高

は 百万円となりました。また、営業利益は 百万円、経常利益は 百万円、四半期純利益は 百万円となりま

した。 

 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

①インターネットメディア事業 

 当事業におきましては、ソーシャル・ネットワーキング サービス（以下「SNS」という。）「mixi」のユーザー数は

平成21年６月30日現在で約1,741万人、月間ページビュー（以下「PV」という。）はモバイル端末経由（「mixiモバイ

ル」）が約109.9億PV、パソコン経由が約40.7億PVとなりました。また収益面では、「mixiモバイル」の広告販売が好

調に推移いたしました。一方、広告主におきましては、人材・金融を始めとした一部の業種において景気悪化の影響が

拡大しております。 

 この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は 万円（うち広告売上高 百万円、課金売上高 百万

円）、営業利益は 百万円となりました。 

②インターネット求人広告事業 

 当事業におきましては、IT系の求人情報に特化することにより他社との差別化を図ること、及び、自社媒体である

「mixi」を活用することによる高い広告宣伝効果と広告宣伝費の抑制により、利益率を確保しながら収益の拡大を目指

して参りました。 

 一方で、求人広告市場においては有効求人倍率が低下を続けていること等、引き続き事業環境が悪化しており、当第

１四半期連結会計期間の売上高は 百万円、営業利益は 百万円となりました。 

③その他事業  

 当事業は、中国を含めた新規事業となっております。中国におきましては、メディア力の拡大に注力しており、売上

高は計上しておりません。また、当第１四半期連結会計期間の営業損失は 百万円となりました。 

 なお、前第３四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため前年同四半期との比較分析は行っておりませ

ん。 

①財政状態 

 前連結会計年度末から当第１四半期連結会計期間末までの財政状態の主な変動としましては、資産については流動資

産が 百万円から 百万円に減少したことが挙げられます。負債及び純資産については流動負債が 百万

円から 百万円に減少し、利益剰余金が 百万円から 百万円に増加したことが挙げられます。 

 増減の主な要因としましては、流動資産及び流動負債においては、主に法人税等の支払いによる減少であります。ま

た、利益剰余金においては、四半期純利益の増加によるものであります。 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末と比

較して 百万円の増加となり、残高は 百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とその要因は以下のと

おりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結会計期間において営業活動により使用した資金は 百万円となりました。これは主に、税金等調整

前四半期純利益が 百万円となったものの、法人税等の支払額 百万円により減少したことによるものであります。 

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

3,059 867 873 460

2,928 2,694 233

1,080

130 89

41

２．連結財政状態に関する定性的情報

13,192 12,679 1,974

1,086 5,746 6,207

457 10,829

159

866 990
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結会計期間において投資活動により得られた資金は 百万円となりました。これは主に、有価証券と

して保持していた短期国債の満期償還によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第１四半期連結会計期間において財務活動により得られた資金は 百万円となりました。これは、新株予約権の行

使による株式の発行及び連結子会社における借入によるものであります。 

 なお、前第３四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため前年同四半期との比較分析は行っておりませ

ん。 

  

 当第１四半期連結会計期間につきましては、景気・雇用情勢の悪化の影響を受けた一方で、インターネットメディア

事業においては「mixiモバイル」の広告販売が好調に推移致しました。当初計画は順調に進捗しており、平成21年５月

11日に公表した連結業績予想から変更しておりません。  

  

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

572

27

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,829 10,371

売掛金 1,656 1,583

有価証券 － 999

その他 198 242

貸倒引当金 △4 △4

流動資産合計 12,679 13,192

固定資産   

有形固定資産   

建物 168 167

減価償却累計額 △37 △33

建物（純額） 130 134

工具、器具及び備品 1,821 1,838

減価償却累計額 △997 △936

工具、器具及び備品（純額） 824 902

有形固定資産合計 955 1,037

無形固定資産   

その他 184 194

無形固定資産合計 184 194

投資その他の資産   

その他 898 696

貸倒引当金 △5 △4

投資その他の資産合計 893 692

固定資産合計 2,032 1,923

資産合計 14,712 15,115

負債の部   

流動負債   

未払金 415 714

短期借入金 14 －

未払法人税等 349 1,013

賞与引当金 47 44

その他 259 202

流動負債合計 1,086 1,974

負債合計 1,086 1,974

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,731 3,725

資本剰余金 3,701 3,695

利益剰余金 6,207 5,746

株主資本合計 13,641 13,167

評価・換算差額等   

為替換算調整勘定 △14 △26

評価・換算差額等合計 △14 △26

純資産合計 13,626 13,141

負債純資産合計 14,712 15,115
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 3,059

売上原価 621

売上総利益 2,437

販売費及び一般管理費 1,569

営業利益 867

営業外収益  

受取利息 6

為替差益 4

その他 0

営業外収益合計 11

営業外費用  

支払利息 0

持分法による投資損失 5

営業外費用合計 5

経常利益 873

特別損失  

固定資産除却損 7

特別損失合計 7

税金等調整前四半期純利益 866

法人税、住民税及び事業税 340

法人税等調整額 65

法人税等合計 405

四半期純利益 460
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 866

減価償却費 107

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0

賞与引当金の増減額（△は減少） 3

受取利息及び受取配当金 △6

為替差損益（△は益） △7

持分法による投資損益（△は益） 5

固定資産除却損 7

売上債権の増減額（△は増加） △72

未払金の増減額（△は減少） △109

未払消費税等の増減額（△は減少） △24

その他 55

小計 825

利息の受取額 4

法人税等の支払額 △990

営業活動によるキャッシュ・フロー △159

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の償還による収入 1,000

有形固定資産の取得による支出 △160

無形固定資産の取得による支出 △64

投資有価証券の取得による支出 △201

その他 0

投資活動によるキャッシュ・フロー 572

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入れによる収入 14

株式の発行による収入 12

財務活動によるキャッシュ・フロー 27

現金及び現金同等物に係る換算差額 17

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 457

現金及び現金同等物の期首残高 10,371

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,829
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該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注）１．事業区分の方法 

      事業は内部管理上採用している区分によっております。 

    ２．各事業の主なサービス 

      インターネットメディア事業・・・SNS「mixi」の運営 

      インターネット求人広告事業・・・IT系求人サイト「Find Job！」の運営 

      その他事業・・・海外（中国）事業、その他新規事業  

  

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載を省略してお

ります。  

   

当第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

海外売上高の合計が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

該当事項はありません。 

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  

インターネ
ットメディ
ア事業 

（百万円）

インターネ
ット求人広
告事業 

（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円） 

消去又は全
社 
（百万円） 

連結
（百万円）

Ⅰ 売上高及び営業損益             

売上高             

(1）外部顧客に対する売上高  2,928  130  －  3,059  －  3,059

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －  －  －  －

計  2,928  130  －  3,059  －  3,059

営業利益又は営業損失（△）  1,080  89  △41  1,127 (259)  867

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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